（様式Ｂ－１）


研究開発の具体的な内容

・研究開発の項目毎（以下の例の（1），（2）のレベル）に、目的、目標、研究開発の現状、研究開発内容（研究開発実施期間、方法、研究開発担当者・研究開発実施場所、期待される具体的な成果等）、研究開発の必要性等を具体的かつ分かりやすく記述してください。

・研究開発の項目毎（以下の例の①、②のレベル）に、簡単な概要を記述してください。ただし、想定される具体的な研究開発成果を含めるとともに、本研究開発終了後、その成果の活用方策（特許取得による新技術開発、共通基盤の整備により応用研究に着手する等）について分かりやすく記述してください。

Ⅰ．研究開発課題名：〇〇に関する研究開発

Ⅱ．交付申請者：〇〇　〇〇（　　才）

　（〇〇研究所・・以下、機関に所属している場合には、機関の名称及び研究開発の実施場所を（）書きしてください。以下、同じ）

Ⅲ．研究開発実施体制

（１）〇〇に関する研究開発

　研究者：〇〇　〇〇（　才）（〇〇大学　実施場所：同左）

　・・・に資するため、・・・により、・・・を目標として・・・に関する研究開発を行う．

①〇〇〇の××に関する研究開発

　・・・に関する研究開発を行う。・・・の成果が予想され、実用化を目指す。

　　（研究担当者及び所属機関、研究実施場所）

　　　〇〇　〇〇（　　才）（〇〇大学　実施場所：同左）

　・・・に関する研究開発を行う。・・・の成果が予想され、特許取得を目指す。

②〇〇〇の××に関する研究開発

（２）〇〇に関する研究開発

　研究者：〇〇　〇〇（　才）（〇〇大学　実施場所：同左）

　・・・に資するため、・・・により、・・・を目標として・・・に関する研究開発を行う。

（注）上記は、複数の研究者が担当する場合の例である。単独の研究者が実施する場合は、実施する研究開発の項目を時系列順等に整理して、それぞれの必要事項を記入してください。

研究開発の波及効果と革新性の概要

当該研究開発終了後の波及効果の概要と実施する研究開発の革新性についての説明を記載してください。

１．波及効果の概要

　①住宅・社会資本整備の分野、また国民生活、経済活動に及ぼす具体的な貢献内容

　②実用化への見通し

２．研究開発の革新性について

「研究開発の将来性（イメージ図）」

（研究開発課題名）

　当該研究開発が終了し、研究開発の成果が実用化したときに、何が可能となるのか、将来的にさらにどのような発展性があるのか、その構想をイメージ図にまとめてください。

・イメージ図の様式は自由ですが、Ａ４用紙１枚に、視覚的に分かりやすい図にまとめてください。

・住宅・社会資本整備の分野、また国民生活、経済活動にとってどのような意味を持つのかについての説明を含めてください。

所要経費の見込額

研究開発課題名（〇〇に関する研究開発）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

	※研究開発期間が１年の場合の例
	資　金　計　画

	実　施　年　度
	14年度

	経　　費　　見　　込　　額
	総計
	32.5

	
	直接研究費
	25

	
	設備備品費

（内容）

　　

消耗品費

旅費

謝金

貸金

役務費

委託費

その他（内訳）

　　　印刷製本費

　　　通信運搬費

　　　光熱水料

　　　会議費

　　　労働者派遣事業者からの研究開発補助者派遣

特許申請に必要な経費

　　　借料及び損料（リース料）

（内容）


	15

〇〇〇〇

5

0

0

0

1

0

4

0

0

4

0

0

0

0



	
	間接経費（直接研究費の３０%相当）
	7.5


（注）
・研究開発全体の所要経費及び項目ごとの所要経費について、見込額を記述してください。

・50万円以上の備品を購入しようとする場合は、リースにできない理由書及び機種選定理由書を添付してください．

・委託費が申請する補助額の50％を超える場合は、その理由書を添付してください。

・研究開発設備の購入経費が、補助額の90％を超える場合は、単なる設備購入の計画でないことの説明書を添付してください。

本研究開発に使用することを予定している主な既存設備

（研究開発課題名）

（１）研究開発項目名

	設　備　名
	所　有　機　関

	●△測定器
	〇〇大学

	×■風洞
	△△大学


（２）研究開発項目名

	設　備　名
	所　有　機　関

	○×レーザー照射装置
	〇〇大学

	△■電子顕微鏡
	△△大学


（３）研究開発項目名

・　（以下、研究項目毎に使用する既存設備を記載）

　　　・

　　　・

（注）

設備に関しては、必要に応じて適宜説明や参考資料を添付してください。
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